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　MAST −26 は ， 血清量 200 μ1で 26 項目の ア レ ルゲン に対する特異 19E を同時に測定で きる新しい 評

価方法である．今回 ， MAST ・26 の ア レ ル ゲ ン特異 19E 抗体の ス クリーニ ン グ法 としての 有用性 を検討す

るため ， 5 施設から得 たア レル ギー疾患患者 100 人の血清を対象として MAST −26 に よる特異 19E の 測

定を行 っ た．

　その 結果 ， 全患者の 14％ で 同時に 10 種類以上 の ア レル ゲン が陽性 と判定された．また ， 全症例を重

症度別に分類した場合 ， 重症度が高い 患者ほど ， より多くの ア レ ル ゲン に対 し陽性を示す傾向が認め ら

れた．

　CAP 　RAST との 相関を検討 した結果， 多くの項 目で CAP 　RAST と良好な相関を示 した，また ， 皮内

試験との相関に つ い ても高い
一

致率を示 した．以上 よ り， MAST ・26 は特異 19E の ス ク リ
ー

ニ ング検査 と

して有用であ ると考えられた．
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序　言

　IgE が 石坂 らD に よ っ て ア レ ル ギ ー疾患 の 起 因抗体

として 発見 され て 以来，ア レ ル ギーに関する研究 はそ

の 発症機構 の 解 明 も含 め 飛躍 的に進展 した ．

　特異工gE の 測定法 として ，　 Wide ら2｝に よ っ て RIA

法 で あ る RAST が 開発 さ れた が ，現在 で は RI を使用

Received：November　4，1999

Accepted ：January　7，2000
Abbreviatio 皿 s ： IgE 　 immunoglobulin　 E ；MAST
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test

せ ず よ り簡便に測定で きる方法が数多く開発 され て い

る
3」．それ らの 測定法には，単項 目測定法として，CAP

RAST4 〕，　 AlaSTAT5 ），　 Lumiward5 ），同時多項 目特異

IgE 測 定法 と し て multiple 　antigen 　simUltaneous 　test

（MAST ）7〕B｝，
　 Quidel　Allergy　Screen（QAS）9）な どが

ある．

　米国 MAST 　IMMUNOSYSTEMS 社 に よ っ て 製造

され て い る MAST は ， 同時 に 16項 目の ア レ ル ゲ ン を

測定で きる と い う特長 を 有す る が ， 最近 同時 に 測 定で

き る項目数を 26 まで 増や した MAST −26 が開発 され

た．しか も， 従来 の MAST と同 じ 200μ1の 血清量 で 26

項 目の特異 lgE を同時に測定で きる．今 回我 々 は，

MAST −26 を使用 して ア レ ル ギ
ー
疾患患者血清中の 特
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Table　l　Classification　of　allergic　patients

Disease Complication
Numberof

　case

Bronchial 　asthmaNoneAllergic

　rhhitis

Atopic 　dermatitis

AUergic　 rhinitis 　 and

Atopic　dermatitis

221710

　2

Allergic　rhin ［tisNoneAtopic

　dermatitis

15

　4

Atopic　dermatitisNone 20

Others 10

異 IgEを測定 し，
　CAP 　RAST ，皮膚試験 な どと比較 し

て ，そ の 臨床的有用性を検討 した の で報告す る．

膚炎 の 合併例 4 名，気管支喘息お よ び ア レル ギ
ー

性鼻

炎お よび ア トピー性 皮膚 炎 の 合併例 2例 ，そ の 他 10

例 （蕁麻疹 4 例，食物ア レ ル ギ
ー 2例，ク ロ ーン 病 ユ

例，花粉症 1例，蕁麻疹お よ び ア ナ フ ィ ラキ シー 1 例 ，

食物ア レ ル ギーお よび ア ナ フ ィ ラ キ シー 1例〉で ある

（Table 　1）．上 記の すべ て の 疾患 を対象として 主治医が

判定し た ，患者の臨床症状に よ る 重症度別内訳は ， 軽

症 46 例，巾等症 30 例，重症 24 例 で あ る．なお，重症

度判定は既 報 の ガイ ドラ イ ン に従 っ た 1°一一12）．

　研究の 実施に先立 ち，各施設の 倫理委員会に お い て

研究の 妥当性に つ い て 審査を受け，問題 な しとの 判 断

を得た．問診および採血は文書 に よ る 患者の 同意を得

た後実施した．

　血清は分離後測定まで 一20℃ に て 保存 した．

方　法

対　象

　聖 マ リア ン ナ 医科大学内科，国立相模原病院ア レ ル

ギー科 ， 同愛記念病院小児科 ， 横浜
’
市立大学医学部皮

膚科，日本医科大 学耳鼻咽喉科 の 各 ア レ ル ギ
ー

外来 に

通 院中の 患者 100 名を対象 とした．患者 の 症例別内訳

は，気管支喘息 22 名，ア レ ル ギー性鼻炎 15 名，ア ト

ピー
性皮膚炎 20 名 ，気管支喘息お よび ア レ ル ギー性鼻

炎 の 合併例 17名，気管支喘息お よび ア トピー
性皮膚炎

の合併例 10名，ア レ ル ギ
ー性鼻炎お よび ア トピー

性 皮

1．MAST −26

　MAST ・26 の 測定原理 お よび測定手順 は 以下 の 通 り

で ある．

1）測定原理

　Fig．1 に MAsT −26 の 測定原理 を示 した．26種の ア

レ ル ゲ ン を結合 した専用反応容器 （MAST 　pette）に患

者血清を反応させ ， 血清中の特異 IgE を結合させ る．

　次 い で，こ の ア レ ル ゲ ン と特異 IgE の複合体に，ペ

ル オキシ ダーゼ標識抗 ヒ トIgE 抗体を反応 させ る ．こ

1．Serum　lgE　2．　Labeled　Antibody　3．　Chemiluminescence

A皿ergen （1）

AIIergen（2） IgEAb ． A 皿ti　IgE　Ab ．

…
…
…

Allergen（26）

Peroxldase

壁

4．Detection
　 and

　 Diagnosis

Lummometer

ノ　　 Dlagnos見s

　　 f（）rAllergy

Lumj皿 escerlce

MAST 　pettelnside 　MAST 　petteFig

．1，　 Principle　of　MAST −26　system ．
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Table　2　Classification　of　the　allergen −speci五c

　　　　　　　IgE　response

中川武正他

MAST −26 CAP 　RAST

　　　　　　　 VaiueC［ass
　　　　　（iumlcount）

　　　　　　　　Value
Class
　　　　　　　（UA ／mD

Positive ：1：副
1　 　 4，41〜11．2

6　　　 ＞ 旦00

5　　　 50〜100

4　 　　 17．5〜50

3　 　 3，5〜17．5

2　　　0．7〜3．5

Suspected　positive1 〆0　 1．01〜4．401 　　 0，35〜0．7

Negative 0　 　　 〜LOO 0　　　 ＜ 0．35
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の 三者複合体に ル ミ ノ ー
ル と 過酸化水素を加え て専用

ル ミ ノ メ
ーター

を用 い て発光量を測定し，血清中の特

異 IgE を定量する．

2）測定手順

　実際 の 測定手順 を 以 下 に示す．

  MAST 　pette に，前処理剤を 2 滴滴下 した患者血清

を注入し，回転 させ なが ら室温で 16〜24時 間反応 させ

る．

  MAST 　petteを洗浄液で 4 回洗浄する．

  MAST 　petteに酵素標識抗体溶液 を満た し，室温 で

4 時間 （± 15分）反応 させ る ，

  MAST 　pette を洗浄液で 4 回洗浄する．

　　 Egg　w 卜it。

　 　 　 Chicken

　 　 　 　 Beof

　 　 　 　 　 Milk

　 　 　 Choose

　 　 　 　 Cmb

　　　 Shrimp

　 　 　 Salmon

　 　 　 　 Tuna

　 　 　 　 　RiGe

　　　 Soyb8an

　 　 　 　 Who醜

　　 A5 ρθゆ 加 s

　 　 　 」4’fem刮 r颪∂

　 　 　 o∂n 伽

　 CJadospor砌 η

　 　 ρ  π’σ”〃翻π 7

Japan66000dar

　　　 Mu尠 ort

　Ragweed　mix 　I

　 Sw80t　v6maI

　　　 Timothy

　　　　　 Dog

　 　 　 　 　 C齪

　 Hou56dust　ll

Mite（D．　farinee）

0 10 20 30 40 50 60 70

Positive　rate（％）

Fig．2．　 Frequency　of　positive　response 　to　26　allergens 　by　MAST −26．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

338 MAST ・26の 臨床的有用性

  MAST 　pette に化学発光用基質溶液を満 た し ， 10

分経過後に専用 ル ミ ノ メ
ー

タ
ー

で 測 定する．

3）結果の 判定

　 Table　2 に示すように，ル ミ ノ メ ーターで 測定 した

値を発光量 の 強 さか ら 0， 1／0， 1，2，3 の 5段階に分

け，ク ラ ス 1以 上を陽性 と した．

2．CAP 　RAST

　CAP 　RAST （フ ァ ル マ シア ・ア ッ プジ ョ ン 社）の 添

付文書に よ る方法で 行 っ た．Table　2 に示すように，判

定は CAP 　RAST ク ラ ス 0，1，2， 3， 4， 5， 6 の 7 段

階 と し ， ク ラ ス 2 以上 を陽性 とした 、なおイ ヌ
， ネ コ

は MAST −26 にあわせ て い ずれ も上皮を使用 した．

3．皮内試験

　2 施設 （国立相模原病院ア レル ギ
ー科，日本医科大学

耳鼻咽喉科）37 例 に お い て 以下の 項目の皮内試験を鳥

居薬品製の ア レル ゲ ン 製剤 を用 い て既報の ご とく実施

した 13）．

　 ハ ウ ス ダ ス ト，コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ ，ネ コ 上 皮，イヌ

上 皮，ヨ モ ギ ， オオ ア ワ ガエ リ，ス ギ，カ ン ジ ダ，ア

ル テ ル ナ リア ，ア ス ペ ル ギル ス
，

ペ ニ シ リウ ム ，ク ラ

ドス ポ リ ウ ム ，エ ビ，カ ニ ，コ ム ギ ，
コ メ

，
ミ ル ク．

4，デ
ー

タ解析

　MAST −26 と CAP 　RAST の 相関係数は ，　 MAST ・26
の ク ラ ス 分け （5段階）にあわせ て CAP 　RAST の ク ラ

ス を 0，1，2，3，4〜6 の 5 段階 と し， CAP 　RAST に

対する MAST −26 の 相関 5 × 5表か ら Spearman順 位

相 関係数 よ り求め た．

6224222018161412108642

語

撃

8
＝

2＝
∈
石

O

鬘
OO

山

90
喧

暦

O

島−
話
ロ

並
石

ち

δ』
E
コ

Z

o

o 5

　Fig．3，
in　the　same 　patient，

10　 　 15

Numberofsera

02 52

H孟stogram 　of　allergen ・specific 　IgE　detected

　MAST −26 の 平均陽性ア レ ル ゲ ン 数 は，患者
一

人あ

た りの陽性ア レ ル ゲ ン 数を平均 して 求めた．

ω

O
切

側

OO
一
〇

Bronchial　asthma ，　AIIergic　rhinitis　and
　　　　　　 Atopic　dermatitis（r1＝ 2）

　 　 　 　 　 　 　Allergio　thin汢is　and
　　　　　　　At◎ pic　dermatitis（n＝ 4）

　 　 　 　 　 　 Brenchial　asthma 　 and

Atopic　dermatitis（n ＝ 10）

　 Brenchial　asthma 　anCl

　A 閥ergio 　rhinitis （n＝17）

Atopic　dermatitis（n＝20）

AIIergjo　rhinitis （n ＝ 15）

Bronchial　asthma （n＝22）

o 2 4 6 810 　 　 1214 　 　　16

　　　　　　　　　　Number 　of 　albrgen −speciflc 　IgE　detected　simu 徒aneously

Fig．4．　 Histogram　of 　allergen −specific 　lgE　classi且ed 　by　disease．
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1．特異 工gE の 陽性率

結　果

中川 武正 他

　MAST ・26 に よ っ て 検出 され た 100検体 で の 特 異

IgE の 陽性 率を Fig．2 に まとめた．陽性率は ス ギ （65．o

％）が最 も高く，コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ （62．0％），ハ ウ ス

ダ ス ト2 （51．0％）が こ れ に 続 い た．食物系ア レ ル ゲ ン

は
一

般 的 に 吸入系ア レ ル ゲ ン よ りも陽性率が低 い が，

ダ イズ （20．0％），ラ ン パ ク （20．0％），ミ ル ク （15．0

％）の 3 大食物ア レ ル ゲ ン に お い て高 い 値を示した．

2．同時に 陽性となっ た ア レ ル ゲ ン 数

　同
一

患者 にお い て 同時に陽性 とな っ た ア レ ル ゲ ン 数

を Fig．3 に示 した．同時に 5 種類以上 の ア レ ル ゲ ン に

339

対 し陽性を示 した患者は 35 人 （35．0％ ），そ の うち 10

種類以 上 陽性を示 した患者は 14 人（14．O％ ）で あっ た．

患者
一

人当た り， 陽性 とな っ た ア レ ル ゲ ン 数の 平均は

5．6 であ っ た．

　同時に 陽性 となっ た ア レ ル ゲ ン 数を疾患別に まとめ

た結果を Fig．4 に示 した．喘息お よび鼻炎単独例で は ，

陽性 ア レ ル ゲ ン 数の 平均は それぞれ 2．6，2．3 で あっ た

が，ア ト ピー性皮膚炎患者で は 5．7 とや や 高 い 値 と

な っ た．さらに ア トピー性皮膚炎 との 合併症 と して ，

喘息 の 場合 13，3，鼻炎 の 場合 17．0 と さ ら に高 い 値を 示

した，

　次に，同時に陽性となっ た ア レル ゲ ン 数を，すべ て

の 疾患 を対象 として 重症 度別 にまとめた結果 を Fig，5

Table　3　Relationship　between　MAST −26　and 　CAP 　RAST

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n 　＝　leO　for　each 　allergen

　 Pos 丘tive

concordance

　　rate （％ ）

Negatlve

CDncordance

　　rate 〔％）

Concordance
　　rate （％）

Correlation
coef 丘cient

1D ．ルr細 ε 86．0 100，0 9D，0 0，883〔ρ＜0，01）
2Housedust 　H 66．0 100．0 74．0 0．773（〆 0．01）

3Cat 93．0 92．O 92．0 0．893ψ＜0，01）
4Do9 76，0 98．0 90．0 0、830 （Pく 0．01）
5TimQthy 80．0 100．0 9LO 0，865（ρ＜ D、Ol）

6Sweet 　vernal 63，0 98．0 83、0 0．849 （P＜ αOl）

7Ragweed 　mix 　 I52 ．O 100．0 84．0 0．796（ρ＜ αOl）

8Mugwort 55ρ 10α0 86，0 0．802（〆 0．Ol）

9Japanese 　cedar97 ，0 100、0 98，0 0．931（ρ＜ 0．  1）
10P8 π f‘册 μ η z 57．  99．0 87．0 0．795 （P＜ 0．  1）
ll α卿 3ρo厂f  57ρ 97．0 88，0 0．819（ρ＜ 0．Ol）

L2 α 瞬 ∫如 50．O 98．0 79、0 0．784 （ρ＜0．Ol）
13A1 ’8厂呶 廊 52．0 97、0 88，0 O．77〔〕（ρ＜ 0，01）
14A5 照 8f伽 s 38．0 100、0 84．0 0．801（P＜ 0、Ol）
15Wheat 30．0 100．0 74．0 D．738（ρ〈 0．Ol）
16Soybean 61．0 100．0 87，0 0，876（P＜αOl）
17Rice 39、0 100、0 83．0 D．788 （ρ〈 0．Ol）
18Tuna 47．0 99．0 91，0 D．733（ρ＜0．OD
19Salmon 43．0 99．0 91．0 D．716 （P＜ 0、Ol）

2  Shrimp 38．0 97，0 85，0 0．671（尸く0．Ol）
21Crab 42．0 100．0 86．0 α712 （P〈0．01）
22Cheese 80．0 9＆0 95，0 o．891（尸く o．o】）
23Milk 56．0 99．0 88．0 0．885（P＜0．Ol）
24Beef 40．0 100．0 91．0 0．680（尸く0ρ1）

25Chicken 50．0 97，0 91，0 o．693（戸くoρP

26EgH 　white 67．0 97．0 89，0 0，925 （P＜ 0，01）

n ＝2600

　　Positive
concordance

　　rate （％ ）

Negative
concordance

　　rate （％ ）

Concordance
　　rate （％〉

Correlation
coefficient

Total 63．2 98．5 87．1 0．834（〆 0．Ol）
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340 MAST −26 の 臨床的有用 性

Table　4　Relationship　between　MAST −26　and 　CAP 　RAST

　 　 　 　 in　case 　that　CAP 　RAST 　class 　3　and

　　　　　 over 　is　considered 　to　be　pGsitiven

＝100for　each 　allergen

　Positive
conCQrdance

　　rate （％）

Negatlve
concordance

　　rate （％ ）

Concordance
　　rate （％）

Corrdation
coefficient

1o ，抑 加ρε 92．0 89．0 91，0 0．883 （P＜ 0．Ol）
2Housedust 　I 75D 100、O 83．0 0．773ψ＜αOl）
3Cat lOO、0 83，0 86、0 0，893〔戸く0ρD
4Do9 95．0 86．0 88．0 0．830〔〆 0．Ol）
5Timothy 96．0 82．0 85．0 0，865〔尸く0．01）
6Sweet 　vernal 91D 90，0 90，G 0．849（〆 0．01）
7Ragweed 　mix 　 I92 ．0 93，0 93．0 0．796（〆 0，01）
8Mugwort 82．0 91．0 90．0  ．802（ρ＜ 0．01）
9Japanese 　cedar100 ．0 8⊥．0 92．0 0．931（尸く0．OD
10P 朗 fd11跏η軍 8上．0 95．0 93ρ 0．795（〆 ODI ）

11 α σ伽 ア碗 μ 川 83D 94．0 93．0 0，819（P＜0、Dl）
12C 跏 誑跏 740 95、0 90．0 0．784（ρ＜0，01）
13 ．41飽アπ副 σ 63，0 91．0 89．0 0．770（ρ＜ 0．Ol）
14 ハ5Pθγ8ゴμμ 5 56．0 99．o 92．0 0、801（P〈 0．Ol）
15Wheat 69．0 98．  94，0 0．738（ρ＜ 0、Ol）
16Soybean 92．0 91，0 91．0 0．876（〆 0．Ol）
17Rice 89，0 97．0 96．0 0788（〆 0．Ol＞
18Tuna 67．0 94．0 93．0 0、733（ρ＜ 0、01＞
19Salmon 75，0 96．0 95．0 0，716（ρ＜ 0，01）
20Shrimp 75．0 93D 92．0 0．671 （Pく 0．01）
21Crab 86．0 96．0 95．0 0，712（ρ＜  ．01）
22Cheese 88，0 92．0 92．O 0．891 （戸く 0．Ol）
23Milk 91．0 94．0 94．0 0．885（Pく 0．Ol）
24Beef 67．0 96．0 95．0 α（追0（戸く α01）
25Chicken 50．0 92．0 91．0 0．693（ρ＜ 0．Ol）
26Egg 　white lOO，0 93．0 94．0 0．925（ρ＜ 0．01）

n ＝2600

　　Positive
concordance

　　rate （％ ）

　Negative
concord 跚 ce

　　rate （％）

Concordance
　　rate （％）

Correlation
coefhcient

TotaI 86，0 93．O 91．o 0．834 （〆 0．Ol）

に示 した．そ の 結 果 ， 軽症 の 場合は陽性 とな っ た ア レ

ル ゲ ン 数 の 平均は 4．3 で あ り， 中等症 の 場 合は 4．7 で

あっ た．さ ら に 重症で は 9．1 となり，重症例で は ，同時

に陽性 とな っ た ア レ ル ゲ ン 数が軽症 ， 中等症 に 比 べ 非

常に多か っ た．

3。CAP 　RAST との相関

　CAP 　RAST と の 相 関 を Table　3 に 示 し た，　 CAP

RAST との相関係数は全体で 0．834，最も高い 相関係数

を示 した ア レ ル ゲ ン は ス ギ で O．931， 最 も低 い エ ビ で

0．671であ っ た．CAP 　RAST との 陽性
一致率は全体 で

63．2％，最も高い ス ギ で 97．0％，最 も低 い コ ム ギ で は

30．0％ で あ っ た．CAP 　RAST との 陰性
．一

致率は 全体で

98．5％，最 も高 い コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ
，

ハ ウ ス ダ ス ト2

な どで は 100．O％，最 も低 い ネ コ 上皮 に お い て も92．0

％ で あ っ た．

　 なお 仮に ，CAP 　RAST ク ラ ス 3 以 上 を陽性 と した場

合 ， MAST −26 と CAP 　RAST との 陽性
一

致率は 全体で

86．0％，陰性
一致 率 は全体 で 93．0％ とな り， 特 に 陽性

一

致率が上昇 した （Table　4）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

日
o

昼
日

お

Severe

M   derate

Slight

中 川 武 正 他

　 　 0　 　 　　 　　 　 2　　 　　 　　 　 4　　 　　 　　 　 6　　 　　 　　 　 8
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Tab 且e　5　Relationship　between　the　intradermal　skin 　test　and 　in　vitro 　test （MAST ・26，　CAP 　RAST ）

 
N
ト

ト
の

イ、
薯

 

〉

唱倒
の

o
畠

o

≧
薦
b心

の

ZNegative

　 Positive

　 　 Skin　Test

CR ＝ 　78．3％
PCR ；52，3％

NCR ＝92，6％

 

〉

眉

70
隅

　
o

≧
笥
bゆ

 

Z

　

　

］
［

の

く
嘱

餓

く
Q

Negative 　 Positive

　 　 Skin　Test

CR＝　78．0％
PCR ＝748％

NCR ＝79．8％

（
』麁
の

く
畄

山

く

Q
」
o〕
Oe
電

ー
←
の

ぐ｝
4

O
冫一一噌
の

O
山

Φ

≧
罵
国
 

Negative　　Positive

　 　 Skin　Test

Concordance　rate （CR ）＝
　 A ＋ D
　 　 　 　 　 　 x100

A ＋ B ＋ C ＋ D

Positive　concordance 　raしe （PCR）≡
　D
　 　 　 × loo
B ＋D

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A
Negative　concordance 　rate （NCR ）＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

『
100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A ＋C

4．皮 内試験 との相関

　37 例に お ける皮 内試験 との 相関 をTable 　5 に まと

め た．皮内試験と MAST −26 の 全体
一

致率は 78．3％，皮

内 試 験 と CAP 　RAST の 全 体 … 致 率 は 78．0％ と
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Table　6　 Skin　test　posi廿vity 　in　MAST −26　positive　or

　　　　　CAP 　RAST 　positive　patientsSkin

　testMAST −26
　　class NegativePositiveTotal

αass 　2〜（moderate 　and 　strong 　pos．）

αass　l　（weak 　PQS．）

1ユ

4

48105914

Rate　of 　skin 　test　positive　in　MAST −26　positive
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　MAST 　ctass 　2〜：81．496（48／59）

　　　　　　 　　　　MAST 　elass 　l　 ：71．4％（10／ユ4）

Skin　testCAP 　RAST
　　　claSS NegativePositiveTotal

αass 　3〜（moderate 　and 　strong 　pos，）
qass　2　 （weak 　pos．）

1工

30

60237153

Rate　Qf　skin 　test　posit正ve 　in　CAP 　RAST 　positive

　　　　　　 　　 CAP 　RAST 　class 　3〜：84．5％ （60〆71＞

　 　 　 　 　 　 　 　 CAP　RAST 　c】ass 　2　 ：43．4％（23〆53）

MAST −26，
　 CAP 　RAST と も皮 内試験 と高 い 全体

一
致

率を示 した．皮内試験 と MAST −26 との 陽性
一

致率 ， 陰

性
一
致率は それぞれ 52．3％ ，92．6％，皮内試験 と CAP

RAST との 陽性
一

致率，陰性
一
致率は それぞれ 74．8％，

79．8％ で あ っ た．

　 また，MAST −26 陽性例お よび CAP 　RAST 陽性 例そ

れ ぞれ に つ い て ，測定ク ラ ス と皮内試験 との 相関を調

べ
， そ の 結果を Table　6 に示 した．　MAST −26 で ク ラス

1 （弱陽性）を示す患者 の うち，皮内試験 で も陽性 を示

した例 は 71．4％ であ っ た。CAP 　RAST で ク ラ ス 2 （弱

陽性）を示す患者の うち，皮内試験で も陽性を示した

例は 43，4％ で あ っ た．

考　察

　今回評価 した MAST −26 お よび CAP 　RAST な どの

fη 祕 ro で の IgE 抗体測定は，患者の 苦痛を伴 うこ とな

く数多くの ア レ ル ゲ ン を簡便に短時間で 同定で きる と

い う利点が ある．しか し CAP 　RAST な どの 単項 N 測

定法は，検査項 目数に 比例 し て 血清の 必要量が増加 し，

特に採血量 に制限 が あ る小児で は，数多くの ア レ ル ゲ

ン を測定す る こ とが事実上困難であ っ た．したが っ て，

問診に よ っ て あらか じめ ア レ ル ゲ ン を推定する必要が

あ っ た．こ の 点 MAST −26 は陽性 ク ラ ス 分類が 3 段階

と
， CAP 　RAST の 5 段階 に比 べ やや少 な い も の の

，

200 μ1とい う少量 の 血清で 吸入系，食物系合わせ て 26

項 目の ア レ ル ゲ ン を同時に測定 で きる．そ の ため採血

量に制限が あ りin　vitro で の ス ク リ
ーニ ン グ検査が 困

難で あ っ た小児に対して も容易に使用で きる こ とが 新

た なメ リ ッ トで あ ろ う．

　今回 ，MAST −26 に よ る 同時多項 目特異 IgE 測定 の

臨床的有用性に つ い て検討 した．Fig．3 に示す通 り，10

項目以上 の ア レル ゲ ン に対 して陽性 とな っ た患者の割

合は 全体 の 14％ を占め た ．また Fig．4 に示す通 り， ア

トピー性皮膚炎に他の 疾患を合併 した場合に 同時に陽

性 と な る ア レ ル ゲ ン 数が飛躍的に 多 くな っ た．こ う

い っ た患者の場合，問診で推定 した ア レ ル ゲ ン 以外で

も陽性に な る こ とが 予 想さ れ る．した が っ て 少しで も

多 くの 項 目を測 定す る こ とが 診 断上重 要 で あ り，

MAST −26 の 臨床的意義は大 きい と考え られる。

　Table　3 に 示 し た よ う に MAST −26 と CAP 　RAST

は多 くの 項 目で 良好 な相関係数 を示 した．しか し，一

部 の 食物系ア レ ル ゲ ン （コ ム ギ， コ メ ，マ グ ロ
， サケ ，

エ ビ，カ ニ ）で 陽性
一

致率が 低 く，特 に CAP 　RAST

ク ラ ス 2 （弱陽性）を示す血清に お い て MAST −26 の測

定結果 と
一致 しない 例が多か っ た．こ れは CAP 　RAST

と MAST −26では使用 してい る抗原が異 な り， そ の た

め 血清中の IgE 抗体 との 反応性 に差異が あ る た め と

考えられる，

　また MAST ・26 ク ラ ス 1 （弱陽性） を示す患 者 の 場

合，皮内試験で も陽性を示 した 割合が 71．4％ と高値で

あ っ た の に 対 し， CAP 　RAST ク ラ ス 2 （弱陽性）を示

す患者の 場合 43．4％ と ， 両者で 差がみ られ る．こ の こ

とか ら，CAP 　RAST ク ラ ス 2 の 測定結果に は非特異的

な反応が含まれ る可能性 も推測 され る が ，明確な結論

を得る に は Western　Blotを用 い る な ど更な る検討が

必要 で あろ う．仮 に CAP 　RAST で ク ラ ス 3以 上 を陽

性と して 判定した場合，TabLe　4 に示す通 り，MAST −

26 と CAP 　RAST は 上記項 目も含め て 良好な陽性
一

致

率を示す ．

　以一ヒの 結果 か ら，ア レ ル ゲ ン 26項 目に対す る特異

IgE を同時に測定する意義は大 きく，MAST −26 は ス ク

リ
ー

ニ ン グ法として 有用性の高 い 検査 で あ る と考え ら

れ た．

結　語

　内科 ， 小児科 ， 皮膚科 ， 耳鼻 咽喉科の 各ア レ ル ギ
ー

外来で ア レ ル ギー疾患 と診断 さ れ た 100症例に つ い
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て ，MAST −26，
　 CAP 　RAST による特異 lgEの 測 定を

行い
， 下記 の ような結果 を得た．

　1）全患者の 14％ で ，同時に 10 種類以上 の ア レ ル ゲ

ン に対 して 陽性 と判定された．

　2） MAST −26 と CAP 　RAST は，多 くの 項目 で 良好

な相関が認め ら れ た．

　3）血清量 200μ1で ， 同時に 26 項 目の 特異 IgEを測

定で きる本 シ ス テ ム は ，ス ク リーニ ン グ検査 として有

用性が高い もの と考え られた．
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EVALUATION  OF  MAST-26,  NEWLY  DEVELOPED  SYSTEM  FOR

         THE  DETECTION  OF  IgE ANTIBODIES
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   MAST-26  is a new  allergy  testing system  which  alLows  simultaneous  determination of allergen-specific

IgE antibody  levels for 26 allergens using 200 pl of patient serum.  To evaluate  the effectiveness  of MAST-26
for the detection of  allergen-specific  IgE antibody,  a total of 100  serum  samples  were  collected  from allergic

patients at  five facilities, and  allergen-specific  IgE antibody  was  measured  by MAST-26. 14%  of them  were

positive to l10  allergens,  If the patients had severe  allergic  symptoms,  they  were  likely tQ show  positive to

many  allergens.

 A  good  correlation  was  found between the results  obtained  by MAST-26  with  those measured  by CAP
RAST  and  by intradermal skin  test.

   It was  concluded  that MAST-26  is an  effective  screening  method  for the detection of  allergen-specific

IgE,
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